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ていけるように最初に章（1 章）を設けて、現行の SNA の測定方法の問
題点を明示した。本書の結びの章（5 章）は、特に銀行業の産出物・販売































　SNA はこれまで 4 回（53SNA、68SNA、93SNA、08SNA）公表、改
訂してきたが、銀行業の産出測定法の内容を毎回変更してきた。但し、































して GDP の支出面を表す GDE（国内総支出）に含まれ GDP、GDE の重











した 68SNA の方法は、銀行業の比重が大きい国の銀行業の利鞘を GDP、

























つまり負の値を計上せざる得なくなった。これに対し、SNA は 2008 年の
改訂において非生命保険タイプの保険業の産出測定法を保険金に代えて調
整保険金とし、保険料マイナス調整保険金によって計測することになった。






























































国民経済計算の計測方法論の国際基準である SNA はこれまで 1953 年の









































た。要するに、68SNA は利鞘 = 貸付けサービス提供の考えを採用したの
である。利鞘の大きさに相当する企業への貸付けサービスは実態のない取
引であるのでこの貸付けサービスは帰属金融サービスと呼ばれている。い
ずれにしても 68SNA の利鞘 = 企業への貸付けサービスの提供は実態取引
のない無理な仮定ないし擬制なので 53SNA 同様、矛盾ないし、ぼろが出





























図 1　93SNAの FISIM における貸付けサービスと預金サービスの大きさ































　 注 1 ．表題を原著者の「FISIM の配分」から「93SNAのFISIM における貸付けサー
　　　　 ビスと預金サービスの大きさ」に変更した。


































































































































































































































































　我々は本章の 2 節、3 節を通じて、SNA の銀行業の産出測定法が利鞘



























































　 注 1 ．表題を原著者の「FISIM の配分」から「93SNAのFISIM における貸付けサー
　　　　 ビスと預金サービスの大きさ」に変更した。
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べたごとく川合一郎先生の著作（特に参考文献（ 1 ）の諸論文）に負っている。
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な場合には 12 年表の按分比率によった。」（参考文献（19）430 ページ）なお、著
者（桂）から 2、3 補足しておく。まず 12 年表は、最近（平成 21 年 7 月）公表さ



















　SNA の銀行業の産出測定法は、53SNA は帰属利子方式、68SNA は帰
属金融サービス方式、93SNA は FISIM（間接的に計測する金融仲介サー
ビス）方式と SNA が改訂されるたびに変更してきている。日本の推計当
局である内閣府は 93SNA の FISIM 方式に準拠して推計しているが、結














































　前章でみたごとく、SNA の銀行業の産出測定法は 53SNA は帰属利子方

























































































































































































































































































































する SNA のオペレーティングリースの考えは SNA の生産の定義と矛盾
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成 22 年版』（文献（19））のはしがきにおいて、FISIM の数字は公式数字ではな
く参考数字として提供できるにすぎないとして以下のように述べている。「本書は、
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の投資所得を c、支払保険金を d とする。私の「生命保険」の産出は a −
（b ＋ c − d）すなわち a − b − c ＋ d となる。それに対して SNA の「生
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第 51 巻第 2 号、2010 年 2 月）
　　第 3 章　「銀行業の産出（生産額）は貸付サービス料である―国民経
済計算における銀行業の産出測定法の試案（2・完）―」（『桃
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